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Fig.1 Molecular structure and column 

structure of C6PcH2, and device 

structure of glass sandwich type 

organic solar cell. 
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はじめに: ディスコティック液晶に分類されるフタロシアニン誘導体 C6PcH2は、室温において高

い両極性のキャリア移動度を示し[1]、有機薄膜太陽電池への応用が検討[2]されている。C6PcH2 の

液晶性を利用することで、ガラスサンドイッチセル構造が採用可能であり、我々は積層型活性層

について検討してきた[3]。活性層としてバルクヘテロ接合(BHJ)を導入することによりさらなる特

性向上が期待される。そこで、本研究ではガラスサンドイッチセル構造を有する BHJ有機太陽電

池を作製し、その光電変換特性について検討した。 

実験: ITO電極付きガラス基板を 2枚用意し、一方の基板

の電極上に MoO3を、もう一方の基板の電極上に ZnOを

製膜した。それらを貼りあわせてセル厚約 500~800 nmの

ガラスサンドイッチセルを作製し、C6PcH2と PCBMの混

合物を等方相状態で注入することで素子を作製した。図 1

に C6PcH2 の分子構造と作製した太陽電池の素子構造を

示す。 

結果: 積層及び BHJ 素子の透過 X 線回折測定の結果を 

図 2に示す。PCBM混合比率が 10 mol%, 15 mol%の BHJ

素子において、積層構造素子と同様にカラム軸が基板垂

直方向を向いていることが示唆される回折パターンが得

られた。また、太陽電池特性を測定した結果、PCBM が

10 mol%, 15 mol%の素子では積層構造と比べ短絡電流密

度が向上した。光電変換特性については、分子配向状態

とキャリア移動度の相関性を考慮して検討を行った。詳

細は当日発表する。 
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Fig.2 Transparent X-ray diffraction 

patterns of the organic solar cells with 

various PCBM blend ratios at room 

temperature. 
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